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東南ア ジア ・オセアニ アにお ける諸民族文化のデータベ ースの作成 と分析

身 体 変 工 2400

高 谷 紀 夫*

1・ 頭部 変 工

2.歯 牙 変 工

3.割 礼

4・ 疲痕文身と刺青

5. 身体変工と文化要素間関係

6. おわ りに

 身体変工の項目には文化要素として10種の習俗が選定されている。ここではまずそ

れぞれの分布状況について,中 間報告からデータとして加わったオセアニアにとくに

注目しなが ら報告する。そのさいオセァニァの身体変工の分布に関係するポリネシア

の哀悼傷身(4109)に ついての石川榮吉の論考[石 川 1985]を 参照 したい。

1.頭 部 変 工

 頭 蓋 変形(2401)の デ ータは6民 族 か らにすぎず,ニ ューギニ ァのSeltamanを 除

いてはいずれ も海 に面 した民族 に限 られてい る。一方,耳 朶穿孔(2402)は125民 族 か

ら報告 され,東 南アジアか らオース トラ リア ・アボ リジニをのぞ くオセアニアにひろ

く一般的に分布 する習俗で ある。 また鼻栓(2403)は33民 族 に分布 しているが,と く

にニューギニア(19例)と 隣接 す るメ ラネ シア(9例)に 集 中 してい るの が特徴で,

東 南 アジア大 陸部 はまった くの空白であ り,そ の他 の地域で も非常 に少 ない。

2.歯 牙 変 工

 歯牙変工の習俗として3文 化要素が設定されている。浬歯(2404)の 習俗分布は36

民族を数える。分布の中心は東南アジァ大陸部のベ トナムからタイにかけての紅河流

域とそれに隣接するメコン川上流地域の民族,そ して台湾からフィリピン・インドネ

シアに連なるオース トロネシア系言語を話す民族で,後 者は16民族にわたる。オセア
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ニ ア地域 の6民 族に も分布するが,ポ リネ シァか らの報告はま った くない。

 抜 歯(2405)習 俗 があると報告 される12民 族の うち10民 族 がオース トロネ シア系民

族 であ り,う ち4民 族は 台湾の 高山諸族 で,残 り2民 族 はVietnameseとNimo

で あ る。 この分布の特徴 は日本の縄文 時代の抜歯習俗の系譜を考える意味で も興味深

い。

 欠 歯(2406)の 習 俗 は35民 族 で認 め られ るが,そ の分布 においてオセアニアはニ ュ

ーギニアに2例 ある もの の他 はま った くの空白であ る
。 しか しま った くの空 白とは思

えない。 とい うのは,ポ リネ シアで は哀悼傷身の意味での欠歯(2406)の 習 俗 は少な

いけれ ども皆無 ではない。Hawaii, Tongaか ら報告 されている[石 川 1985:365-

366]。 哀悼傷身(4109)の 慣 行が広 く分布 しているに もか かわ らずである。概観的に

は矛盾 しないが,過 去に さかのぼ つて インプ ットされていないデータがまだあ りそ う

であ る。 欠歯(2406)の 習俗 の分布はAndamaneseな ど の採集狩猟段階の民族か ら

Balincseな ど階層制を発達 させた民族にまでわた り,習 俗 と生業形態や社会構造 との

明示的関連は認 め られ ない。だが,言 語的に分布 す る民族35例 中,27例 が ヘスペ ロネ

シア系である ことは注 目に値する。

 全 体 として歯牙変工の3習 俗 は,い ずれ もオセアニアに分布がわずかであ ることで

共通 してお り,石 川の分析 とつ きあわせると東南 アジァ,し か も島嗅部的な習俗 であ

ることは明らかであ る。 しかも浬歯(2404),抜 歯(2405)習 俗 の分布で指摘 したオ

ース トロネ シア系のなかでは,ヘ スペ ロネ シア系諸民族がかな りの割合を占め ,欠 歯

(2406)習 俗 と もその特徴が重な っている点は重要 と思われる。

 個 別 的には,歯 牙変工 の3文 化要 素の中で,浬 歯(2404)は 言 語 的にオース トロネ

シア系 に比 べて少数 な が らチベ ッ ト=ビ ルマ系 の,jinuo, Achangそ してタイ系 の

Tai, Black Tai, White Taiさ らにはモ ンークメール系 を もふ くんでお りもっとも多

くの言語 グル ーフ。にわた っている。一方,欠 歯(2406)で は,Mnong Gar, Bahnar,

Semangな どの モ ンークメール系民族 をふ くむ が,チ ベ ッ ト・ビルマ系およびタイ系

民族 はふ くまれていない。抜歯(2405)に つ いて はさきにのべた通 りである。 したが

って浬歯(2404)の 習俗 の系譜 は,他 の抜歯(2405),欠 歯(2406)の 文 化的背景に く

らべて より多岐である ことが類推 され るのであ る。た とえば,ヘ スペロネ シァ系民族

の歯牙変工は人の一生に関係する脈絡を背景 としてい るの にたい して,Vietnamese,

Cambodianな どの浬歯(2404)の 歯 牙変工は,階 層 制な どの発達 した社会組織を背

景 に した習俗 であ り,大 陸部の高文化の影響 と思 われ るの である。

 歯 牙変工 について興味深い点はその相互 関係で ある。歯牙変工内の文化要素間で浬
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歯(2404)と 欠 歯(2406)が13民 族 において重複す る。 これにたい して,抜 歯(2405)

が他 のふたつの歯牙変工 と重複する場合,そ れぞれ浬 歯(2404)と 抜 歯(2405)が 共存

す るの はVietnamese,欠 歯(2406)と 抜 歯(2405)が 共 存す るの はニューギニアの

Nimoの そ れぞれ1民 族にす ぎず,し か もい ず れ も非オース トロネ シア系であ る。

したが って,オ ース トロネシア系民族 内での 抜歯(2405)習 俗 は,浬 歯(2404)お

よ び 欠歯(2406)の 習俗 と分布 に 関するか ぎり排他 的傾向があ る。 この ことは抜歯

(2405)習 俗 の独 自の系譜と,浬 歯(2404)と 欠 歯(2406)の 習俗 が歯牙変工の連続

する様式であ る可能性 を示唆するもの と考え られる。

3.割 礼

 環 状 割礼(2407)は35民 族 か ら,表 部割礼(2408)は22民 族 か ら報告 されている。

いずれ も東南ア ジァ大 陸部にはみ られず,島 嗅部およびオセアニアに分布 している。

前者についてはマダガスカルか ら6民 族 と リス トア ップされた ほとん どの民族 か ら報

告 されてい る。その ほか,オ セアニアで はメラネシァか ら6例 がデータ と してイ ンプ

ッ トされ,ま たスマ トラの諸 民族,さ らにはオース トラリア ・アボ リジニか らも報告

されて いる。後者 の習俗 は,と くにメラネシァ ・ポ リネ シアに地域的にひろがって分

布 して おり,ニ ューギニァを加 えると15民 族 を数 える。地域的には後者の方 がよ りオ

セアニ アの東 方へ広 がっている。環状割礼(2407)と 表 部割礼(2408)で 重 複 する民族

はTagalogとLauの2民 族 にす ぎず,系 統の違 いを示唆 している。環状割礼(2407)

の 分 布について特徴的なことは35民 族 中21民 族 がヘスペロネシア系 である点であ る。

Malay, Negri Sembilan Malayな ど については現在 では割礼 の 宗 教的背景 も認 め

られ るか もしれないが,マ ダガスカルの分布 はその習俗が東南ア ジアでのイスラム教

定着以前の習俗 である ことを類推 させ る。

4.癒 痕文身 と刺青

 搬 痕 文身(2409)は32民 族 から報告 されている。 その分布 は 西はAndamanese,

Niasそ してマ レー半 島のSemang, Senoiか ら,東 はポ リネシアのHawaii, Society

に渡 ってい るが,と くにニューギニァをふ くめたオセアニア地域の分布 がよ り顕著で

あ る。

 刺 青(2410)は99民 族 にその分布 がのぼ り,オ ース トラリアをのぞいて ほぼ一般的

に分布 しているの が特徴である。Hawaiiの 刺 青について は,哀 悼 の文化的背景 が指
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摘 され,か つ他のポ リネ シア地域ではみ られない とされている[石 川 1985:365]が,

この ポ リネ シア地域のEasterま で にいたるひろい分布はその脈絡 で 注 目すべ きデー

タであ り,刺 青(2410)の 系 譜 と変遷を考える意味で も興味深い といわざるを得ない。

5.身 体変工 と文化要 素間関係

 次 に 他の大 項 目を含 めて文化要 素間の相関関係 について考察 して みよう。

 頭蓋 変形(2401)は 家 畜 と しての ブタ(1321)と6/6で(6民 族 中6例,以 下同様)す

べて重な っている。 耳朶穿孔(2402)も や はり家畜 と しての ブタ (1321)と で108/

125,鼻 栓(2403)は タ ロイモ栽培(1301)と で28/33,浬 歯(2404)は 焼 畑耕作(1312)

と33/36で 最 も重な って いる。 その ほか にも家畜 としての ブタ(1321)と32/36,つ い

で キンマ噛み(1404),婚 資(3204),単 純 土葬(4101)と30/36の 割 合で重な ってい

る。抜歯(2405)は 槍(2815)と12/12で も っとも重 なり,ま たタロイモ栽培(1301)

と家 畜 と しての ブタ(1321)と は11/12で 重 な っている。 欠歯(2406)は,家 畜と

しての ニワ トリ(1320),キ ンマ噛み(1404),代 上家屋(2107)の3文 化要 素との30/

35の 割 合 がもっとも数値 が高 い。環状割礼(2407)は 家 畜 と してのニ ワ トリ(1320)

と26/35の 割 合で もっとも重 な っている。表部割礼(2408)は タ ロイモ栽培(1301),

槍(2815)と の 数値が18/22で 最 高値となっている。療痕 文身(2409)は,掘 棒(1313)

との 重な りが もっとも高 くその数値は27/32で あ る。刺 青(2410)は 単純土葬(4101)

と79/99つ いで家畜 と してのブタ(1321)が74/99で つ づいている。

 以上 はあ くまで も身体変工 の 側 か らみ た重複 であ り,相 関関係 を 考え るには逆 に

重複され る側か らたどる必 要 があ る。 しか しなが ら,143民 族 に わた るタロイモ栽

培(1301),174民 族 を数え る家畜 としての ブタ(1321),158.民 族 の家畜 としてのニワ

トリ(1320)な どとの相 関関係 はその総数 か らいって とくに注 目すべ きもので はない。

ただ し,狩 猟 ・採集民(1113)20民 族 との重複 が,た とえば耳朶穿 孔(2402)で8/25,

刺 青(2410)で4/99に 代 表 されるように少 ない。 したが つて,身 体変工の慣 習の発達

は焼畑耕作(1312)な ど の初期農耕段階以降 と認めてよいであ ろう。 また 口部 に関係

がある ことで歯牙変工の とくに浬歯(2404),欠 歯(2406)習 俗 とキ ンマ噛み(1404)

の 慣 習 との重複は文化的 に関連す る可能性を示唆 している。

 身 体変工 は身体に刻 まれた世界観の表徴であ り,習 俗の文化的脈絡 として は成人式

や首長や近親者 の死 にさい して行われる傾向がある。身体変工の文化的背景を探 る意

味で大 項 目の 出産 ・成長(3100)お よび死 ・葬制(4100)と の相 関関係 に注 目 してみ
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たい。 しか しなが ら,出 産 ・成長(3100)に つ いては,全 体 として高 い相関関係(あ

るい は逆相 関関係)は 認 め られ ない。た とえば集団的成年式 の有無(3109)の 慣 習は

50民 族 か ら報告 されているが,重 複す るのが耳朶穿孔(2402)で29/125民 族 に留 まっ

て いる。また若者宿(3107)が 分 布す る55民 族の うち,耳 朶穿孔(2402)が 分布す る

の は38/125民 族 であ り,刺 青(2410)が24/99民 族 である。 耳朶穿孔(2402)あ る

いは刺 青(2410)に は個人 的な装飾 としての機能 もあ り,か ならず しも集団的成人式

(3109)な どとは結 びつか ない ことを示 してい る。一方,死 に関す る習俗 のひとつで

あ る哀悼傷身(4109)は24民 族 か ら報告 されてい るが,そ の 中の3分 の2の16民 族 は

刺青(2410)の 慣 習を もってい る。一方,癒 痕 文身(2409)と の 重複は4民 族にす ぎ

ない。 したが って刺青(2410)は 全体 では99民 族 に分布 してい るが,哀 悼傷身(4109)

と は技術的に重 なる文化要素 とみなせそ うであ る。だが,療 痕 文身(2409)と 哀 悼傷

身(4109)に つ いて は逆相 関の傾 向がみ られる。

6.お わ り に

 身 体変 工 の 分 布 について 全体的 にいえる ことは,耳 朶穿 孔(2402)お よ び 刺 青

(2410)の 広 汎な分布,そ してニ ューギニアに集 中する鼻栓(2403)を の ぞいて,ヘ

スペ ロネ シア系民族 と身体変工の習俗 との結びつ きが顕著 であることである。 したが

って身体変工の系譜およびその変容について考察す るさい,大 陸部の浬歯(2404)習

俗 に象徴 され る高文化影響地域,島 娯部のヘスペ ロネ シァ系民族,表 部割礼(2408)

の 分布 に代 表されるオセアニアの非ヘスペロネ シア系 民族 の3地 域の類別が指針 とな

るで あろう。
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